
Hello!
多久市地域包括支援センター
☎75－6033

問

くちのケア
で認知症予

防！Part●1

　口の健康は「食べる」「話す」「笑う」「呼吸する」など、さまざまな役割があり、体全体の健康に直結して
います。しっかり噛む、飲み込む力は、食べ物からの栄養を体内にしっかり吸収することで、体力や免疫
力、全身の機能の働きを正常に保つために重要です。栄養不足は認知症にも関係します。この噛むことや
飲み込む機能は病気や老化が原因で弱まります。虫歯や歯周病を予防し、口の機能や噛む力を維持する
ための口腔ケアや体操に取り組みましょう。

　以下の項目にあてはまると、口の機能が低下している可能性も。早めに正しいケアや治療につなげましょう。

９・１０月の
主な行事

～あなたは、「オーラル・フレイル（口の虚弱）」ではありませんか？～

げんきアップさー来る
もりもりコース（毎週木曜日）

9 / 7・14・21・28　10/ 5・12・19・26
9 時30分～10時30分　10時45分～11時45分

スポーツピア （ゆめひろば）

きらきらコース（毎週金曜日）

9 / 1・8・15・22　10/ 6・13・20・27
13時30分～14時30分　14時45分～15時45分

スポーツぴあ（ゆめひろば）

口の中の細菌が重大な病気の原因に！！

【つづけましょう、今日からできるトレーニング】

家族介護教室
日  時

テーマ 講   師

場   所10月14日（土） 13時30分～14時30分　 北多久公民館
タイヘイM＆C株式会社
山口　国高 様「介護用品の選び方・使い方を学ぼう（仮）」

参加費
無 料

＊かお体操＊

　口の中を健康に保つには、日ごろから意識して、しっかり口腔周囲や舌をしっかり動かしていつまでも
おいしく食べ、大きな口で笑えるよう、習慣化しましょう。今回はその一つ『かお体操』を行ってみましょう。

今回は会場がいつもと違います。

□義歯（入れ歯）が合わない

□人と話す機会が少ない。

□口の渇きが気になる

□固い食べ物を食べない（食べられない）

□飲み物（お茶や汁ものなど）を飲むとき、よくむせる

□歯垢や舌苔がたくさんついている（口の中が不衛生）

　噛む力や飲み込む力の低下や唾液の出が悪くなると、口腔内に食べかすがたまり、細菌が繁殖します。
衛生状態の悪化は、虫歯、歯周病、口臭など、さまざまなトラブルを招いたり、免疫力を低下させたり、誤嚥
性肺炎や動脈硬化の促進、糖尿病の悪化など重篤な病気を誘発したり重症化することにもつながります。

　食べ物や唾液などが誤って気管に入るこ
とを「誤嚥」といいます。口腔機能が低下
すると誤嚥しやすくなります。
　誤嚥したときに、歯周病菌などの細菌を
一緒に気管へと運んでしまうことが原因で
起こる肺炎を「誤嚥性肺炎」といい、一度
発症すると繰り返しやすく、治療も難しい
ため、命を脅かすこともあります。発症を
予防することがとても大切です。

意欲の低下や
重篤な病気の原因に
意欲の低下や

重篤な病気の原因に
体力・免疫力が
低下する

体力・免疫力が
低下する

口のトラブルで
しっかり噛めない
口のトラブルで
しっかり噛めない

栄養不足や脱水に栄養不足や脱水に

食べる量が減る食べる量が減る

【誤嚥性肺炎とは】【誤嚥性肺炎とは】
ごご えんせいはいえんえんせいはいえん～噛めない悪循環に要注意！！～～噛めない悪循環に要注意！！～

噛む機能や飲み込みの機能の向上はもちろん、イキイキと若々しい口元を保つためにも効果的です。

口を横に引く 唇を突き出す 頬をふくらます 息を吸い込む 口をしっかり動かし
声を出す

多久市認知症初期集中支援チーム

「えくぼオレンジチーム」が認知症の人や
その家族をサポートします！

多久市認知症初期集中支援チーム

「えくぼオレンジチーム」が認知症の人や
その家族をサポートします！

　多久市認知症初期集中支援チーム「えくぼオレンジチーム」は、
地域で暮らす認知症、または認知症と疑われる人とその家族をサポー
トする専門チームです。

介護保険　地域支援事業（包括的支援事業）

どんな人が相談できるの？

チームはどんなことをするの？

◎相談・問い合わせ
　多久市認知症初期集中支援チーム
　（多久いこいの里内）

受付：月曜～金曜　8時30分～17時30分　　　　　　　受付：月曜～金曜　8時30分～17時15分
※認知症初期集中支援チームは市から委託を受けて実施しています

＊市民の人ならどなたでも気軽にご参加ください

◎認知症全般に関する相談
　多久市地域包括支援センター
　（地域包括支援課 地域包括支援係）

　40歳以上の多久に住民登録があり以下のような要件を満た
す人とその家族が主な対象です。
●認知症が疑われるが、医療や介護のサービスを受けられて
いない、あるいは中断されている。
●医療や介護のサービスを受けてはいるが、認知症と思われ
る症状が著しく、周囲の人が対応に困っている。

●相談を受けて、一定期間訪問支援等を行いながら、医療や介護の支援
機関の紹介や連絡調整を行い、生活をサポートするお手伝いをします。
●認知症のことや支援チームの活動について、普及啓発活動をしていき
ます。

最近、物忘れがひどい。
どうしたらいいの！？

病院に連れて
行きたいけど、
どうしたら
いいの？

認知症かも？
どう対応

したらいいの？

☎75－3558 ☎75－6033
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